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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月18日(2016.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から像側に順に、正の屈折力を有しズーミングのためには移動しない第１レンズ
群と、ズーミングに際して移動する複数のレンズ群と、正の屈折力を有しズーミングのた
めには移動しない最終レンズ群と、を有し、
　アッベ数νおよび部分分散比θを、ｇ線における屈折率をＮｇ、Ｆ線における屈折率を
ＮＦ、ｄ線における屈折率をＮｄ、Ｃ線における屈折率をＮＣで、
　　ν＝（Ｎｄ－１）／（ＮＦ－ＮＣ）
　　θ＝（Ｎｇ－ＮＦ）／（ＮＦ－ＮＣ）
とし、前記第１レンズ群の最も像側の正レンズの屈折率をＮｐ、前記第１レンズ群の最も
像側の正レンズのアッベ数をνｐ、前記第１レンズ群の最も像側の正レンズの部分分散比
をθp、前記第１レンズ群の最も像側の正レンズの焦点距離をｆｐ、前記第１レンズ群の
焦点距離をｆ1、としたとき、前記第１レンズ群の最も像側の正レンズは、
　　０．６５４５ ＜θｐ＋０.００２ × νｐ ＜ ０.６６６０
　　４３．０＜νｐ＜５７．０
　　２．２１０ ＜ Ｎｐ＋０．０１×νｐ＜ ２．３２０
　　１．７２＜Ｎｐ＜１．８０
　　２．１０＜｜ ｆp ／ ｆ1 ｜ ＜ ２．７０
を満たすことを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　前記複数のレンズ群は、物体側から像側に順に、負の屈折力を有しズーミングに際して
移動する第２レンズ群と、負の屈折力を有しズーミングに際して移動する第３レンズ群と
を含む、ことを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
　前記複数のレンズ群は、物体側から像側に順に、負の屈折力を有しズーミングに際して
移動する第２レンズ群と、負の屈折力を有しズーミングに際して移動する第３レンズ群と
、ズーミングに際して移動する第４レンズ群と、を含む、
ことを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
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【請求項４】
　前記第１レンズ群の像側から２番目の正レンズは、前記第１レンズ群の像側から２番目
の正レンズの屈折率をＮｐ２、前記第１レンズ群の像側から２番目の正レンズのアッベ数
をνｐ２としたとき、
　　６１．０＜νｐ２＜７８．０
　　２．２３０＜Ｎｐ２＋０．０１×νｐ２＜ ２．３３０
　　１．５２＜Ｎｐ２＜１．６５
を満たし、前記第１レンズ群の像側から２番目の正レンズの焦点距離をｆｐ２としたとき
、
　　１．７０＜｜ ｆp２ ／ ｆ1 ｜ ＜ ２．０５
を満たすことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項５】
　前記第１レンズ群は、物体側から像側に順に、移動しない第１の部分レンズ群、焦点調
整に際して移動し正の屈折力を有する第２の部分レンズ群からなり、
　前記第２の部分レンズ群は２枚の正レンズ及び前記第１の部分レンズ群は３枚以上のレ
ンズ、又は、前記第２の部分レンズ群は３枚の正レンズ及び前記第１の部分レンズ群は２
枚以上のレンズ、で構成されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の
ズームレンズ。
【請求項６】
　前記第１レンズ群を構成する正レンズのアッベ数の平均値をνp_avとしたとき、
　　６０＜νp_av ＜ ７５
であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項７】
　前記第１レンズ群の最も物体側の正レンズの焦点距離をｆｐ３としたとき、
　　１．５５＜｜ ｆp３ ／ ｆ1 ｜ ＜ １．９０
　であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載のズームレンズを有する撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明に係るズームレンズは、物体側から像側に順に、正
の屈折力を有しズーミングのためには移動しない第１レンズ群と、ズーミングに際して移
動する複数のレンズ群と、正の屈折力を有しズーミングのためには移動しない最終レンズ
群と、を有し、前記第１レンズ群の最も像側の正レンズの屈折率をＮｐ、前記第１レンズ
群の最も像側の正レンズのアッベ数をνｐ、前記第１レンズ群の最も像側の正レンズの部
分分散比をθp、前記第１レンズ群の最も像側の正レンズの焦点距離をｆｐ、前記第１レ
ンズ群の焦点距離をｆ1、としたとき、前記第１レンズ群の最も像側の正レンズは、
　０．６５４５ ＜θｐ＋０.００２ × νｐ ＜ ０.６６６０
　４３．０ ＜ νｐ ＜ ５７．０
　２．２１０ ＜ Ｎｐ＋０．０１×νｐ ＜ ２．３２０
　１．７２ ＜ Ｎｐ＜１．８０
　２．１０ ＜｜ ｆp ／ ｆ1 ｜ ＜ ２．７０
を満たすことを特徴とする。ここで、アッベ数νおよび部分分散比θは、フラウンフォー
ファ線のｇ線、Ｆ線、ｄ線、Ｃ線に対する屈折率をそれぞれＮｇ、ＮＦ、Ｎｄ、ＮＣとす
るとき、
　ν ＝（Ｎｄ－１）／（ＮＦ－ＮＣ）
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　θ ＝（Ｎｇ－ＮＦ）／（ＮＦ－ＮＣ）
で表わされる。
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